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ポートモード
ポートモードは、ファブリックインターコネクト上の統合ポートが、イーサネットまたはファ

イバチャネルトラフィックを転送するかどうかを決定します。ポートモードは Cisco UCS
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Managerで設定します。ただし、ファブリックインターコネクトは自動的にポートモードを
検出しません。

ポートモードを変更すると、既存のポート設定が削除され、新しい論理ポートに置き換えられ

ます。VLANやVSANなど、そのポート設定に関連付けられているオブジェクトもすべて削除
されます。ユニファイドポートのポートモードを変更できる回数に制限はありません。

ポートタイプ
ポートタイプは、統合ポート接続経由で転送されるトラフィックのタイプを定義します。

デフォルトでは、イーサネットポートモードに変更されたユニファイドポートはイーサネッ

トアップリンクポートタイプに設定されます。ファイバチャネルポートモードに変更され

た統合ポートは、ファイバチャネルアップリンクポートタイプに設定されます。ファイバ

チャネルポートを設定解除することはできません。

ポートタイプ変更時のリブートは不要です。

イーサネットポートモード

イーサネットにポートモードを設定するときは、次のポートタイプを設定できます。

•サーバポート

•イーサネットアップリンクポート

•イーサネットポートチャネルメンバ

• FCoEポート

•アプライアンスポート

•アプライアンスポートチャネルメンバ

• SPAN宛先ポート

• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートは、ポートタイプのいずれかを設定してか
ら、そのポートを SPAN送信元として設定します。

（注）

ファイバチャネルポートモード

ファイバチャネルにポートモードを設定するときは、次のポートタイプを設定できます。

•ファイバチャネルアップリンクポート

•ファイバチャネルポートチャネルメンバ

•ファイバチャネルストレージポート
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• FCoEアップリンクポート

• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートは、ポートタイプのいずれかを設定してか
ら、そのポートを SPAN送信元として設定します。

（注）

ブレイクアウトイーサネットポート

Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトのポートのブレークア
ウト機能

ブレークアウトポートについて

Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトは、サポートされたブレークアウトケーブル
を使用して、1つの QSFPポートを 4つの 10/25Gポートに分割できます。UCS 64108ファブ
リックインターコネクトで、デフォルト 12ポートが 40/100 Gモードにします。これらはポー
ト 97 ~ 108です。これらの 40/100Gポートには、2タプルの命名規則で番号が割り当てられま
す。たとえば、2番目の 40Gポートには 1/99という番号が割り当てられます。40Gから 10G
に、100Gから25Gに設定を変更するプロセスは、ブレークアウトと呼ばれ、[4X]10Gから40G
の設定に、または [4X]10Gから 40Gの設定に変更するは、設定解除と呼ばれます。これらの
ポートは、アップリンク、アプライアンス、およびFCoEストレージポートとして使用できま
す。サーバポートとして設定する必要があります。

40Gポートを 10Gポートに、または 100Gポートを 25Gポートにブレークアウトすると、結果
で得られるポートは 3タプルの命名規則を使用して番号が割り当てられます。たとえば、2番
目の 40ギガビットイーサネットポートのブレークアウトポートには 1/99/1、1/99/2、1/99/3、
1/99/4という番号が割り当てられます。

次の図は、Cisco UCS 64108シリーズファブリックインターコネクトの背面図を表しており、
これにはブレークアウトポート機能をサポートしているポートが含まれています。
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図 1 : Cisco UCS 64108 Fabric Interconnect Rear View

ポート 1 ~ 96。各ポートは、10 Gbps
または 25 Gbpsイーサネットまたは
FCoE SFP28ポートとして動作できま
す。

2ポート 1～ 16。ユニファイドポー
トは、10/25Gbpsのイーサネットま
たは 8/16/32 Gbpsファイバチャネ
ルとして動作できます。FCポート
は、4つのグループに変換されま
す。

ユニファイドポート：

• 10/25Gbpsイーサネットまたは
FCoE

• 8/16/32Gbpsファイバチャネル

1

ポート 89 ~ 96

• 10/25 Gbpsイーサネットまたは
FCoE

• 1 Gbpsイーサネット

4アップリンクポート 97～ 108。各
ポートは、40 Gbpsまたは 100 Gbps
のイーサネットポートまたはFCoE
ポートとして動作できます。ブレー

クアウトケーブルを使用すると、

これらのポートの各は 4 x 10 Gbps
または 4 x 25 Gbpsのイーサネット
またはFCoEポートとして動作しま
す。

ポート 97 ~ 108は、UCSサーバ
ポートではなく、イーサネットまた

は FCoEアップリンクポートに接
続するときに使用できます。

3

システムステータス LED[6]システム環境 (ファンの障害) LED5

ビーコン LED7
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ブレイクアウトポートのガイドライン

次に、Cisco UCS 64108のファブリックインターコネクトのブレイクアウト機能のガイドライ
ンを示します。

•ブレイクアウト設定可能なポートは 97 ~ 108です。

•各ブレークアウトポートの速度を設定することはできません。各ブレークアウトポートが
autoモードでです。

•サポートされているファブリックインターコネクトのポート (1/97に 1/108)のいずれかの
ブレークアウトモードを設定した後、ファブリックインターコネクトがリブートします。

•ブレイクアウトポートは、トラフィックモニタリングの宛先としてサポートされていま
せん。

•ポート 97 ~ 108は、アップリンク、アプライアンス、および FCoEストレージポートとし
て使用できます。サーバポートとして設定する必要があります。

UCS 64108ファブリックインターコネクトのイーサネットブレイクア
ウトポートの設定

ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトの再起動が必要です。

ポートの既存の構成はすべて消去されます。単一のトランザクションで必要なポートについて

は、それらをすべて分割することをお勧めします。

注意

ブレイクアウトポートの設定が終了したら、必要に応じて、各 10/25G GBサブポートをアッ
プリンクとして、または FCoEアップリンクを設定できます。

手順

ステップ 1 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開し
ます。

ファブリックインターコネクトの [General]タブが表示されて、選択したファブリックイン
ターコネクトのステータス、アクション、物理表示、プロパティ、およびファームウェア情報

を一目で確認できます。

ステップ 2 ブレイクアウトに使用可能なポートを表示します。

ポートの全体的なステータスが稼動中であり、管理状態が使用可能であることを確認します。

次のいずれかを実行します。

• [Work]ペインの [Physical Ports]タブをクリックします。[Ethernet Ports]サブタブおよび [FC
Ports]サブタブが表示されます。
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• [Work]ペインで、[Physical Display]タブをクリックします。[Physical Display]には、ベー
スファブリックインターコネクトのグラフィック表示と、ポートの管理ステータスを識

別するのに役立つ凡例が表示されます。

• [Navigation]ペインで、[Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed Module] > [Ethernet Ports]を展
開します。この操作により、ツリービューにポートが表示されます。

ステップ 3 分割できる1個以上のポートを選択します。UCS6454ファブリックインターコネクトで、ポー
ト 97 ~ 108のサポートのブレークアウトをポートします。次のいずれかを実行します。

• [Physical Display]で、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリックして複
数のポートを選択します。

• [Ethernet Ports]タブで、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリックして
複数のポートを選択します。

• [EthernetPorts]ツリービューで、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリッ
クして複数のポートを選択します。

ステップ 4 選択したポートをブレークアウトポートとして設定します。

•イーサネットポートタブでは、選択したポートを右クリックし、ポップアップメニュー
から[4x10Gブレイクアウトポートの設定]または[4x25Gブレイクアウトポートの設定]
を選択します。ポートがブレイクアウトをサポートしない場合、このコマンドは無効にな

ります。

•イーサネットポートツリービューでは、選択したポートを右クリックし、ポップアップ
メニューから設定 4x10Gブレイクアウトポートまたは4x25Gブレイクアウトポートの
構成を選択します。ポートがブレイクアウトをサポートしない場合、このコマンドは無効

になります。また、[Ethernet Ports]ツリービューでポートを選択し、[Work]ペインの
[Actions]領域から [Configure Breakout Port]を選択することもできます。ドロップダウン
リストから、ブレークアウトポートを4x10Gポートまたは4x25Gポートのいずれとして設
定するかどうかを選択します。

ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトの再起動が

必要です。ポートの既存の構成はすべて消去されます。単一のトランザクションで必

要なポートについては、それらをすべて分割することをお勧めします。

注意

ステップ 5 [OK]をクリックします。

再起動プロセスには数分かかります。

ステップ 6 ファブリックインターコネクトが再起動したら、Cisco UCS Managerにログインし、要件に応
じてブレイクアウトポートを設定します。

1個以上のポートを右クリックし、次のコマンドの 1つを選択します。次の表に、コマンドを
選択すると発生するアクションを示します。コマンドが無効の場合、ポートはすでそれに応じ

て設定されています。

操作設定コマンド

UCS 64108ではサポートされていません。Configure as Server Port
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操作設定コマンド

操作を確認します。設定が行われます。成功

メッセージが表示されます。[Yes]をクリック
します。

[Configure as Uplink Port]

操作を確認します。設定が行われます。成功

メッセージが表示されます。[Yes]をクリック
します。

Configure as FCoE Uplink Port

UCS 64108ではサポートされていません。Configure as FCoE Storage Port

UCS 64108ではサポートされていません。Configure as Appliance Port

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されます。[Yes]をクリックします。

ファブリックインターコネクトが再起動し、すべてのトラフィックが停止します。

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトのポートのブレークア
ウト機能

ブレークアウトポートについて

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトは、サポートされたブレークアウトケーブル
を使用して、1つの QSFPポートを 4つの 10/25Gポートに分割できます。これらのポートを
アップリンクポートの 10/25 Gスイッチに接続するとしてのみ使用できます。UCS 6454ファ
ブリックインターコネクトで、by default(デフォルトで、デフォルトでは) 6ポートが 40/100 G
モードにします。これらは、ポート 49に 54です。これらの 40/100Gポートには、2タプルの
命名規則で番号が割り当てられます。たとえば、2番目の 40Gポートには 1/50という番号が割
り当てられます。40Gから 10Gに、100Gから 25Gに設定を変更するプロセスは、ブレークア
ウトと呼ばれ、[4X]10Gから 40Gの設定に、または [4X]10Gから 40Gの設定に変更するは、設
定解除と呼ばれます。

40Gポートを 10Gポートに、または 100Gポートを 25Gポートにブレークアウトすると、結果
で得られるポートは 3タプルの命名規則を使用して番号が割り当てられます。たとえば、2番
目の 40ギガビットイーサネットポートのブレークアウトポートには 1/50/1、1/50/2、1/50/3、
1/50/4という番号が割り当てられます。

次の図は、Cisco UCS 6454シリーズファブリックインターコネクトの背面図を表しており、
これにはブレークアウトポート機能をサポートしているポートが含まれています。
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図 2 : Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトの背面図

ポート17～44（10/25Gbpsイーサネッ
トまたは FCoE）

2ポート 1～ 16 (ユニファイドポー
ト 10/25 Gbpsイーサネットまたは
FCoEまたは 8/16/32 Gbpsファイバ
チャネル)

1

アップリンクポート 49～ 54（40/100
Gbpsイーサネットまたは FCoE）

4ポート 45～ 48（1/10/25 Gbpsイー
サネットまたは FCoE）

3

ブレイクアウトポートのガイドライン

次に、Cisco UCS 6454のファブリックインターコネクトのブレイクアウト機能のガイドライ
ンを示します。

•ブレイクアウト設定可能なポートは 49 54です。

•各ブレークアウトポートの速度を設定することはできません。各ブレークアウトポートが
autoモードでです。

•サポートされているファブリックインターコネクトのポート (1/49に 1/54)のいずれかの
ブレークアウトモードを設定した後、ファブリックインターコネクトがリブートします。

•ブレイクアウトポートは、Cisco UCSManagerリリース 4.0(2)で、トラフィックモニタリ
ングの宛先としてサポートされていません。

• 49 54のポートは、アップリンクポートとしてのみ設定できます。として、次のいずれか
に構成することはできません。

•サーバポート

• FCoEストレージポート

•アプライアンスポート
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UCS6454ファブリックインターコネクトのイーサネットブレイクアウ
トポートの設定

ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトの再起動が必要です。

ポートの既存の構成はすべて消去されます。単一のトランザクションで必要なポートについて

は、それらをすべて分割することをお勧めします。

注意

ブレイクアウトポートの設定が終了したら、必要に応じて、各 10/25G GBサブポートをアッ
プリンクとして、または FCoEアップリンクを設定できます。

手順

ステップ 1 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開し
ます。

ファブリックインターコネクトの [General]タブが表示されて、選択したファブリックイン
ターコネクトのステータス、アクション、物理表示、プロパティ、およびファームウェア情報

を一目で確認できます。

ステップ 2 ブレイクアウトに使用可能なポートを表示します。

ポートの全体的なステータスが稼動中であり、管理状態が使用可能であることを確認します。

次のいずれかを実行します。

• [Work]ペインの [Physical Ports]タブをクリックします。[Ethernet Ports]サブタブおよび [FC
Ports]サブタブが表示されます。

• [Work]ペインで、[Physical Display]タブをクリックします。[Physical Display]には、ベー
スファブリックインターコネクトのグラフィック表示と、ポートの管理ステータスを識

別するのに役立つ凡例が表示されます。

• [Navigation]ペインで、[Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed Module] > [Ethernet Ports]を展
開します。この操作により、ツリービューにポートが表示されます。

ステップ 3 分割できる1個以上のポートを選択します。UCS6454ファブリックインターコネクトで、ポー
ト 49～ 54のサポートのブレイクアウトをポートします。次のいずれかを実行します。

• [Physical Display]で、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリックして複
数のポートを選択します。

• [Ethernet Ports]タブで、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリックして
複数のポートを選択します。

• [EthernetPorts]ツリービューで、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリッ
クして複数のポートを選択します。

ステップ 4 選択したポートをブレークアウトポートとして設定します。
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•イーサネットポートタブでは、選択したポートを右クリックし、ポップアップメニュー
から[4x10Gブレイクアウトポートの設定]または[4x25Gブレイクアウトポートの設定]
を選択します。ポートがブレイクアウトをサポートしない場合、このコマンドは無効にな

ります。

•イーサネットポートツリービューでは、選択したポートを右クリックし、ポップアップ
メニューから設定 4x10Gブレイクアウトポートまたは4x25Gブレイクアウトポートの
構成を選択します。ポートがブレイクアウトをサポートしない場合、このコマンドは無効

になります。また、[Ethernet Ports]ツリービューでポートを選択し、[Work]ペインの
[Actions]領域から [Configure Breakout Port]を選択することもできます。ドロップダウン
リストから、ブレークアウトポートを4x10Gポートまたは4x25Gポートのいずれとして設
定するかどうかを選択します。

ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトの再起動が

必要です。ポートの既存の構成はすべて消去されます。単一のトランザクションで必

要なポートについては、それらをすべて分割することをお勧めします。

注意

ステップ 5 [OK]をクリックします。

再起動プロセスには数分かかります。

ステップ 6 ファブリックインターコネクトが再起動したら、Cisco UCS Managerにログインし、要件に応
じてブレイクアウトポートを設定します。

1個以上のポートを右クリックし、次のコマンドの 1つを選択します。次の表に、コマンドを
選択すると発生するアクションを示します。コマンドが無効の場合、ポートはすでそれに応じ

て設定されています。

操作設定コマンド

UCS 6454ではサポートされていません。Configure as Server Port

操作を確認します。設定が行われます。成功

メッセージが表示されます。[Yes]をクリック
します。

[Configure as Uplink Port]

操作を確認します。設定が行われます。成功

メッセージが表示されます。[Yes]をクリック
します。

Configure as FCoE Uplink Port

UCS 6454ではサポートされていません。Configure as FCoE Storage Port

UCS 6454ではサポートされていません。Configure as Appliance Port

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されます。[Yes]をクリックします。

ファブリックインターコネクトが再起動し、すべてのトラフィックが停止します。

LANポートおよびポートチャネル
10

LANポートおよびポートチャネル

UCS 6454ファブリックインターコネクトのイーサネットブレイクアウトポートの設定



Cisco UCS FI 6454における QSAアダプタ付き 10/25Gポートの設定

UCS FI 6454上のポートがデフォルトの 40/100Gポート速度で稼動している場合、Cisco UCS
Managerでは1GB、10GB、25Gのポート速度を選択できません。もう一方の端でQSFP+Adapter
（QSA）トランシーバ付き 10/25 GBポートとして UCS FI-6454の 40/100Gポートを使用する
には、ポートをブレイクアウトモードに設定する必要があります。

ポートの速度を 10GBまたは 25GBに変更しようとすると、Cisco UCS Managerはプロンプト
を表示し、ポートをブレイクアウトモードに設定するように要求します。ブレイクアウトポー

トの設定が終了したら、必要に応じて、各10/25GGBサブポートをアップリンクとして、また
は FCoEアップリンクを設定できます。

（注）

ポートをブレークアウトするとき、ブレイクアウトケーブルを使用して 1つのポートを 4つの
10Gポートまたは 25Gポートに分割し、それらのポートをブレイクアウトモードに設定する
と、すべてのポートを 10 GBポートまたは 25Gポートとして使用できます。ブレークアウト
ケーブルなしでポートをブレイクアウトした場合、最初のレーンのみが 10Gまたは 25Gイン
ターフェイスとして使用可能になります。

手順

ステップ 1 CiscoUCSFI 6454で10/25Gポートとして使用するポートにブレイクアウト機能を設定します。
ブレイクアウト機能の設定の詳細については、『ConfiguringFabric Interconnect Ethernet Breakout
Ports』を参照してください。

ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトの再起動が

必要です。ポートの既存の構成はすべて消去されます。単一のトランザクションで必

要なポートについては、それらをすべて分割することをお勧めします。

注意

ステップ 2 Cisco UCS Managerでは、QSAトランシーバを FIポートに取り付けた後に、最初のタプルイ
ンターフェイスが有効になります。このインターフェイスは各自の要件に基づいて設定できま

す。

40/100Gポートのブレイクアウトにより生じたポートには、3タプルの命名規則を使用して番
号が割り当てられます。たとえば、2番目の 40ギガビットイーサネットポートのブレークア
ウトポートには 1/50/1、1/50/2、1/50/3、1/50/4という番号が割り当てられ、最初のポートのみ
が 10 GBポートとして使用できるようになります。
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Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのポートのブ
レークアウト機能

ブレークアウトポートについて

Cisco UCSファブリックインターコネクトの 6300シリーズでは、1つのQSFPポートを 4つの
10Gポートに分割できます。このとき、サポートされているブレークアウトケーブルを使用し
ます。デフォルトでは、40Gモードでは32個のポートがあります。これらの40Gポートには、
2タプルの命名規則で番号が割り当てられます。たとえば、2番目の 40Gポートには 1/2とい
う番号が割り当てられます。40Gから10Gに設定を変更するプロセスはブレークアウトと呼ば
れ、（4つの）10Gから 40Gに設定を変更するプロセスは設定解除と呼ばれます。

40Gポートを 10Gポートにブレークアウトする場合、得られたポートには 3タプルの命名規則
を使用して番号が割り当てられます。たとえば、2番目の 40ギガビットイーサネットポート
のブレークアウトポートには 1/2/1、1/2/2、1/2/3、1/2/4という番号が割り当てられます。

次の図は、Cisco UCS 6332シリーズファブリックインターコネクトの正面図を表しており、
これにはブレークアウトポート機能をサポートしているポートが含まれています。

図 3 : Cisco UCS 6332シリーズファブリックインターコネクトの正面図

L1および L2ハイアベイラビリティポート1

40G QSFPポート X 28（10G SFPポート X 98）

（注） • QSAモジュールはポート 13～ 14で必要。

• 10Gのサポートには QSFPから 4XSFPへのブレークアウトケーブ
ルが必要。

2

40G QSFPポート X 63

次の図は、Cisco UCS 6332-16UPシリーズファブリックインターコネクトの正面図を表してお
り、これにはブレークアウトポート機能をサポートしているポートが含まれています。
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図 4 : Cisco UCS 6332-16UPシリーズファブリックインターコネクトの正面図

L1および L2ハイアベイラビリティポート1

1/10G SFPポート X 16（4/8/16G FCポート X 16）2

40G QSFPポート X 18（10G SFP+ポート X 72）

（注） • 10Gのサポートには QSFPから 4XSFPへのブレークアウトケーブ
ルが必要。

3

40G QSFPポート X 64

次の図は、CiscoUCS6300シリーズファブリックインターコネクトの背面図を表しています。

図 5 : Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトの背面図

電源モジュール1

ファン X 42

電源モジュール3

シリアルポート4

ブレークアウトポートの制約事項

次の表に、Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのブレークアウト機能の
制約事項をまとめています。
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ブレークアウト機能をサポートしてい

ないポート

ブレークアウト設定が可

能なポート

Cisco UCS 6300シリーズ
ファブリックインターコ

ネクト

13～ 14、27～ 32

（注） •ポート 27～ 32では自動
ネゴシエートの動作はサ

ポートされていません。

1～ 12、15～ 26Cisco UCS 6332

1～ 16、35～ 40

（注） •ポート 35～ 40では自動
ネゴシエートの動作はサ

ポートされていません。

17～ 34Cisco UCS 6332-16UP

QoSジャンボフレームを使用する場合、最大で4つのブレークアウトポートが許可されます。重要

UCS6300ファブリックインターコネクトのイーサネットブレイクアウ
トポートの設定

サポートされているブレイクアウトケーブルを使用することで、40 GBイーサネットポート
を装備した Cisco UCS 6300ファブリックインターコネクトを、4個の 10 GBポートとして分
離できます。この構成には、ファブリックインターコネクトと接続する 1個の 40GB QSFP+
が一方の端にあり、10 GB接続をサポートする異なるエンドポイントに接続する 4個の 10 GB
ポートが他方の端にある、Small Form-Factor Pluggableアダプタ（SPF）が必要です。。

ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトの再起動が必要です。

ポートの既存の構成はすべて消去されます。単一のトランザクションで必要なポートについて

は、それらをすべて分割することをお勧めします。

注意

ブレイクアウトポートの設定を終えれば、各 10 GBサブポートを、サーバ、アップリンク、
FCoEアップリンク、FCoEストレージまたはアプライアンスとして必要に応じて設定できま
す。

次の表は、Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのブレイクアウト機能の
制約をまとめています。
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ブレイクアウトをサポートし

ない標準ポート

ブレイクアウト設定可能な

ポート

ファブリックインターコネク

ト

13～ 14、27～ 32

（注） •自動ネゴシエー
ト動作は、ポー

ト 27～ 32では
サポートされま

せん。

• QoSジャンボフ
レームを使用す

る場合は最大 4
つのポートをブ

レイクアウト

ポートとして使

用できます。

1～ 12、15～ 26UCS-FI-6332

1～ 16、35～ 40

（注） •自動ネゴシエー
ト動作は、ポー

ト 35～ 40では
サポートされま

せん。

• QoSジャンボフ
レームを使用す

る場合は最大 4
つのポートをブ

レイクアウト

ポートとして使

用できます。

17～ 34UCS-FI-6332-16UP

手順

ステップ 1 [Equipment]タブの [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開し
ます。

ファブリックインターコネクトの [General]タブが表示されて、選択したファブリックイン
ターコネクトのステータス、アクション、物理表示、プロパティ、およびファームウェア情報

を一目で確認できます。

ステップ 2 ブレイクアウトに使用可能なポートを表示します。
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ポートの全体的なステータスが稼動中であり、管理状態が使用可能であることを確認します。

次のいずれかを実行します。

• [Work]ペインの [Physical Ports]タブをクリックします。[Ethernet Ports]サブタブおよび [FC
Ports]サブタブが表示されます。

• [Work]ペインで、[Physical Display]タブをクリックします。[Physical Display]には、ベー
スファブリックインターコネクトのグラフィック表示と、ポートの管理ステータスを識

別するのに役立つ凡例が表示されます。

• [Navigation]ペインで、[Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed Module] > [Ethernet Ports]を展
開します。この操作により、ツリービューにポートが表示されます。

ステップ 3 分割できる 1個以上のポートを選択します。次のいずれかを実行します。

• [Physical Display]で、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリックして複
数のポートを選択します。

• [Ethernet Ports]タブで、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリックして
複数のポートを選択します。

• [EthernetPorts]ツリービューで、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリッ
クして複数のポートを選択します。

ステップ 4 選択したポートをブレイクアウトポートとして設定します。

選択したポートを右クリックし、ポップアップメニューから [Configure Breakout Port]を選択
します。ポートがブレイクアウトをサポートしない場合、このコマンドは無効になります。ま

た、[Ethernet Ports]ツリービューでポートを選択し、[Work]ペインの [Actions]領域から
[Configure Breakout Port]を選択することもできます。

ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトの再起動が

必要です。ポートの既存の構成はすべて消去されます。単一のトランザクションで必

要なポートについては、それらをすべて分割することをお勧めします。

注意

ステップ 5 [OK]をクリックします。

再起動プロセスには数分かかります。

ステップ 6 ファブリックインターコネクトが再起動したら、Cisco UCS Managerにログインし、要件に応
じてブレイクアウトポートを設定します。

1個以上のポートを右クリックし、次のコマンドの 1つを選択します。次の表に、コマンドを
選択すると発生するアクションを示します。コマンドが無効の場合、ポートはすでそれに応じ

て設定されています。

操作設定コマンド

操作を確認します。設定が行われます。成功

メッセージが表示されます。[Yes]をクリック
します。

Configure as Server Port

Configure as Uplink Port

Configure as FCoE Uplink Port
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操作設定コマンド

システム通知により、FCスイッチングモード
をエンドホストモードに設定する必要がある

ことが表示されます。現在のモードでストレー

ジポートを設定すると失敗します。操作を確

認します。設定が行われます。成功メッセー

ジが表示されます。[Yes]をクリックします。

Configure as FCoE Storage Port

イーサネットターゲットエンドポイントなど

を設定できる [Configure as Appliance Port]ダイ
アログボックスが表示されます。

Configure as Appliance Port

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されます。[Yes]をクリックします。

ファブリックインターコネクトが再起動し、すべてのトラフィックが停止します。

Cisco UCS FI 6332および 6332-16UPにおける QSAアダプタ付き 10Gポートの設定

UCS FI-6332または 6332-16UP上のポートがデフォルトのポート速度 40Gで稼動している場
合、Cisco UCS Managerでは 1GBや 10GBのポート速度を選択できません。もう一方の端で
QSFP+Adapter（QSA）トランシーバ付き 10 GBポートとしてUCS FI 6332または 6332-16UPの
40Gポートを使用するには、ポートをブレイクアウトモードに設定する必要があります。

ポートの速度を 1GBまたは 10GBに変更しようとすると、Cisco UCS Managerはプロンプトを
表示し、ポートをブレイクアウトモードに設定するように要求します。ブレイクアウトポー

トの設定を終えれば、各 10GBサブポートを、サーバ、アップリンク、FCoEアップリンク、
FCoEストレージまたはアプライアンスとして必要に応じて設定できます。

（注）

ポートをブレイクアウトした場合、最初のレーンのみが10Gインターフェイスとして使用可能
になります。ブレイクアウトケーブルを使用して1つのポートを4つの10Gポートに分割し、
それらのポートをブレイクアウトモードに設定すると、すべてのポートを 10 GBポートとし
て使用できます。

手順

ステップ 1 Cisco UCS FI 6332または 6332-16UPで 10GBポートとして使用するポートにブレイクアウト機
能を設定します。ブレイクアウト機能の設定の詳細については、『ConfiguringFabric Interconnect
Ethernet Breakout Ports』を参照してください。

ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトの再起動が

必要です。ポートの既存の構成はすべて消去されます。単一のトランザクションで必

要なポートについては、それらをすべて分割することをお勧めします。

注意
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ステップ 2 Cisco UCS Managerでは、QSAトランシーバを FIポートに取り付けた後に、最初のタプルイ
ンターフェイスが有効になります。このインターフェイスは各自の要件に基づいて設定できま

す。

40Gポートのブレイクアウトにより生じたポートには、3タプルの命名規則を使用して番号が
割り当てられます。たとえば、サポートされるブレイクアウトポートにはBr-Ethernet 1/25/1、
Br-Ethernet 1/25/2、Br-Ethernet 1/25/3、Br-Ethernet 1/25/4などの番号が付けられ、最初のポート
のみが 10 GBポートとして使用可能になります。

イーサネットブレイクアウトポートの再設定

サーバ、アップリンク、アプライアンスなど、特定のロールの未設定のブレイクアウトポート

を再設定できます。Cisco UCS 6300または 6400ファブリックインターコネクトブレイクアウ
トポートを再設定して、現在の要件に既存のポート設定を変更することができます。

設定解除されたCisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトブレークアウトポー
トは、アップリンクまたはFCoEアップリンクポートとしてのみ再構成することができます。

手順

ステップ 1 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed
Module]の順に展開します。

ステップ 2 分割した 1個以上のポートを選択します。次のいずれかを実行します。

• [Physical Display]で、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリックして複
数のポートを選択します。

• [Ethernet Ports]タブで、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリックして
複数のポートを選択します。

• [EthernetPorts]ツリービューで、単一のポートをクリックするか、Ctrlを押しながらクリッ
クして複数のポートを選択します。

ステップ 3 ポートの再設定

[General]タブの [Actions]領域で、ポップアップメニューから [Reconfigure]をクリックします。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されます。

[Yes]をクリックします。ファブリックインターコネクトが再起動し、すべてのトラフィック
が停止します。

ステップ 5 成功メッセージが表示されます。

[OK]をクリックします。
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ブレイクアウトポートの設定解除

Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのブレイクアウトポートを設定して
40 GBイーサネットポートに戻す場合、または Cisco UCS 6400ファブリックインターコネク
トのブレークアウトポートを設定して40/100GBイーサネットポートに戻す場合、最初に設定
を解除する必要があります。

ブレイクアウトポートの設定を解除すると、そのポートを流れているすべてのトラフィックが

停止され、ファブリックインターコネクトを再起動することが必要になります。ポートの既存

の構成はすべて消去されます。単一のトランザクションで必要なブレイクアウトポートについ

ては、それらをすべて解除することをお勧めします。

注意

手順

ステップ 1 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed
Module]の順に展開します。

ステップ 2 [General]タブで、物理表示領域のポートを右クリックし、[Unconfigure]を選択します。

ステップ 3 確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。

ファブリックインターコネクトが再起動し、すべてのトラフィックが停止します。

統合ポート

ユニファイドポートのビーコン LED
6200シリーズファブリックインターコネクトの各ポートには、対応するビーコンLEDがあり
ます。[BeaconLED]プロパティが設定されている場合は、ビーコンLEDが点灯し、特定のポー
トモードに設定されているポートが示されます。

[Beacon LED]プロパティは、特定のポートモード（イーサネットまたはファイバチャネル）
にグループ化されているポートを示すように設定できます。デフォルトでは、ビーコン LED
プロパティは Offに設定されます。

拡張モジュールのユニファイドポートの場合、[Beacon LED]プロパティは、拡張モジュール
の再起動時にデフォルト値の [Off]にリセットされます。

（注）
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ユニファイドポートの設定に関するガイドライン

ユニファイドポートを設定する際は、次のガイドラインおよび制約事項を考慮してください。

ハードウェアおよびソフトウェアの要件

ユニファイドポートは、次でサポートされます。

• Cisco UCS Managerリリース 4.1および以降のリリースを使用している Cisco UCS 64108
ファブリックインターコネクト

• Cisco UCS Managerリリース 4.0以降のリリースの Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect

• Cisco UCS Managerリリース 3.1以降のリリースの UCS 6300シリーズファブリックイン
ターコネクト

• Cisco UCS Managerリリース 2.0以降のリリースの UCS 6200シリーズファブリックイン
ターコネクト

• Cisco UCS Managerリリース 3.0以降のリリースの UCS 6324シリーズファブリックイン
ターコネクト

ユニファイドポートは 6100シリーズファブリックインターコネクトではサポートされませ
ん。それらで Cisco UCS Managerバージョン 2.0が実行されている場合でも同様です。

ポートモードの配置

Cisco UCS Manager GUIインターフェイスは固定または拡張モジュールのユニファイドポート
のポートモードの設定に、スライダーを使用するため、ポートモードのユニファイドポート

への割り当て方法を制限する次の制約事項が自動的に適用されます。Cisco UCS Manager CLI
インターフェイスを使用する場合は、トランザクションをシステム設定にコミットするときに

次の制約事項が適用されます。ポートモードの設定が次の制約事項のいずれかに違反している

場合、Cisco UCS Manager CLIによってエラーが表示されます。

•イーサネットポートはブロックにグループ化する必要があります。各モジュール（固定ま
たは拡張）において、イーサネットポートブロックは、1番目のポートから始まり、偶数
番号のポートで終わる必要があります。

•ファイバチャネルポートはブロックにグループ化する必要があります。各モジュール（固
定または拡張）において、ファイバチャネルポートブロックは、最後のイーサネット

ポートの後ろにブロックの1番目のポートが続き、その後ろにモジュール内の残りのポー
トが含まれている必要があります。ファイバチャネルポートだけを含む設定では、ファ

イバチャネルブロックは、固定または拡張モジュールの 1番目のポートから開始する必
要があります。
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Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトでは、
ユニファイドポート機能が最初の16ポートに制限されます。ポー
ト 1/1-1/16のみ FCとして設定できます。FCポートは互いに連続
している必要があり、その後に連続的なイーサーネットポートが

続く必要があります。

（注）

•イーサネットポートとファイバチャネルポートの交替は、単一モジュール上ではサポー
トされない。

有効な設定例：イーサネットポートモードに設定された固定モジュールにユニファイドポー

ト 1～ 16を含み、ファイバチャネルポートモードにポート 17～ 32を含む。拡張モジュール
では、ポート 1～ 4をイーサネットポートモードに設定し、ポート 5～ 16をファイバチャネ
ルモードに設定できます。このポート割り当ては各個別モジュールの規則に準拠しているた

め、ポートタイプ（イーサネットポートとファイバチャネルポート）の交替に関する規則に

違反していません。

無効な設定例：ポート 16から始まるファイバチャネルポートのブロックが含まれている。
ポートの各ブロックは奇数ポートから開始する必要があるため、ポート 17からブロックを開
始しなければなりません。

各ファブリックインターコネクトで設定可能なアップリンクイーサネットポートおよびアッ

プリンクイーサネットポートチャネルメンバの総数は、最大 31に制限されています。この
制限には、拡張モジュールで設定されるアップリンクイーサネットポートおよびアップリン

クイーサネットポートチャネルメンバも含まれます。

（注）

ユニファイドアップリンクポートおよびユニファイドストレージポー

トに関する注意およびガイドライン

以下は、ユニファイドアップリンクポートとユニファイドストレージポートを使用する際に

従うべき注意事項とガイドラインです。

•ユニファイドアップリンクポートでは、SPAN送信元として 1つのコンポーネントを有
効にすると、他のコンポーネントが自動的に SPAN送信元になります。

イーサネットアップリンクポートで SPAN送信元が作成または
削除されると、CiscoUCSManagerは自動的に FCoEアップリンク
ポートで SPAN送信元を作成または削除します。FCoEアップリ
ンクポートで SPAN送信元を作成する場合も同じことが起こりま
す。

（注）
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• FCoEおよびユニファイドアップリンクポートでデフォルトでないネイティブ VLANを
設定する必要があります。この VLANはトラフィックには使用されません。Cisco UCS
Managerはこの目的のために、既存の fcoe-storage-native-vlanを再利用します。この
fcoe-storage-native-vlanは、FCoEおよびユニファイドアップリンクでネイティブVLANと
して使用されます。

•ユニファイドアップリンクポートでは、イーサネットアップリンクポートにデフォルト
でない VLANを設定しないと、fcoe-storage-native-vlanがユニファイドアップリンクポー
トのネイティブVLANとして割り当てられます。イーサネットポートにネイティブVLAN
として指定されているデフォルトでないネイティブVLANがある場合、ユニファイドアッ
プリンクポートのネイティブ VLANとしてこれが割り当てられます。

•イーサネットポートチャネル下でメンバポートを作成または削除すると、Cisco UCS
Managerは FCoEポートチャネル下で自動的にメンバポートを作成または削除します。
FCoEポートチャネルでメンバーポートを作成または削除する場合も同じことが起こりま
す。

•サーバポート、イーサネットアップリンク、FCoEアップリンクまたは FCoEストレージ
などのスタンドアロンポートとしてイーサネットポートを設定し、それをイーサネット

または FCOEポートチャネルのメンバポートにすると、Cisco UCSManagerは自動的にこ
のポートをイーサネットと FCoEポートチャネル両方のメンバにします。

•サーバアップリンク、イーサネットアップリンク、FCoEアップリンクまたは FCoEスト
レージのメンバからメンバポートのメンバーシップを削除すると、Cisco UCS Managerは
イーサネットポートチャネルと FCoEポートチャネルから対応するメンバポートを削除
し、新しいスタンドアロンポートを作成します。

• CiscoUCSManagerをリリース 2.1から以前のリリースにダウングレードする場合は、ダウ
ングレードが完了すると、すべてのユニファイドアップリンクポートとポートチャネル

がイーサネットポートとイーサネットポートチャネルに変換されます。同様に、すべて

のユニファイドストレージポートが、アプライアンスポートに変換されます。

•ユニファイドアップリンクポートとユニファイドストレージポートの場合、2つのイン
ターフェイスを作成するときは、1つだけライセンスがチェックされます。どちらかのイ
ンターフェイスが有効な限り、ライセンスはチェックされたままになります。両方のイン

ターフェイスがユニファイドアップリンクポートまたはユニファイドストレージポート

でディセーブルの場合にのみライセンスが解放されます。

• Cisco UCS 6100シリーズファブリックインターコネクトスイッチは、同一のダウンスト
リーム NPVスイッチ側の 1VFまたは 1VF-POのみをサポートできます。

ユニファイドポートのビーコン LEDの設定
ビーコン LEDを設定する各モジュールについて次のタスクを実行します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 ビーコン LEDを設定するユニファイドポートの場所に応じて、次のいずれかをクリックしま
す。

• [Fixed Module]
• Expansion Module

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域で、[Beacon LED]フィールドの次のオプションボタンの 1つをクリックしま
す。

• [Off]：すべての物理 LEDが消灯。

• [Eth]：すべてのイーサネットポートの横にある物理 LEDが点灯。

• [Fc]：すべてのファイバチャネルポートの横にある物理 LEDが点灯。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ポートモードの変更

ポートモードの変更のデータトラフィックへの影響

ポートモードの変更は、Cisco UCSドメインへのデータトラフィックの中断を引き起こす場
合があります。中断の長さや影響を受けるトラフィックは、ポートモード変更を行ったモジュー

ルおよび Cisco UCSドメインの設定に依存します。

システム変更中のトラフィックの中断を最小限にするには、固定と拡張モジュールにファイバ

チャネルアップリンクポートチャネルを形成します。

ヒント

ポートモード変更の拡張モジュールへの影響

拡張モジュールのポートモードの変更後、モジュールを再起動します。拡張モジュールのポー

トを通過するすべてのトラフィックは、モジュールのリブート中に約 1分間中断します。

ポートモード変更のクラスタ設定の固定モジュールへの影響

クラスタ設定には2個のファブリックインターコネクトがあります。固定モジュールへのポー
ト変更を行った後、ファブリックインターコネクトはリブートします。データトラフィック
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の影響は、1つのファブリックインターコネクトに障害が発生したときにもう一方にフェール
オーバーするようサーバ vNICを設定したかどうかに左右されます。

1つのファブリックインターコネクトの拡張モジュール上のポートモードを変更し、第 2の
ファブリックインターコネクトのポートモードを変更する前のリブートを待つ場合、次のこ

とが発生します。

•サーバ vNICのフェールオーバーでは、トラフィックは他のファブリックインターコネク
トにフェールオーバーし、中断は発生しません。

•サーバvNICのフェールオーバーがない場合、ポートモードを変更したファブリックイン
ターコネクトを通過するすべてのデータトラフィックは、ファブリックインターコネク

トがリブートする約 8分間中断されます。

両方のファブリックインターコネクトの固定モジュールのポートモードを同時に変更すると、

ファブリックインターコネクトによるすべてのデータトラフィックが、ファブリックインター

コネクトがリブートする約 8分間中断されます。

ポートモード変更のスタンドアロン設定の固定モジュールへの影響

スタンドアロン設定にはファブリックインターコネクトが1つだけあります。固定モジュール
へのポート変更を行った後、ファブリックインターコネクトはリブートします。ファブリック

インターコネクトによるすべてのデータトラフィックは、ファブリックインターコネクトが

リブートする約 8分間中断されます。

64108ファブリックインターコネクトのポートモードの設定
UCS 64108ファブリックインターコネクトでは、最初の 16ポートはユニファイドポートであ
り、次の方法のいずれかで 4または 8ポートのグループの FCポートとして設定可能です。

•最初の 4ポート：ファブリックインターコネクトのポート 1 ~ 4

•最初の 8ポート：ファブリックインターコネクトのポート 1～ 8

いずれかのモジュールのポートモードを変更すると、データトラフィックが中断されること

があります。これは、固定モジュールを変更するとファブリックインターコネクトのリブート

が必要となり、拡張モジュールを変更するとそのモジュールのリブートが必要となるためで

す。

CiscoUCSドメインに、ハイアベイラビリティ用に設定されたクラスタ構成が存在し、フェー
ルオーバー用に設定されたサービスプロファイルを持つサーバが存在する場合、固定モジュー

ルのポートモードを変更しても、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェー

ルオーバーし、データトラフィックは中断されません。

注意
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、[Configure Unified Ports]をクリックします。

ステップ 5 確認メッセージを確認し、次のいずれかをクリックします。

• [Yes]：ポートモードの設定を続行します。
• [No]：ポートモードを設定せずに終了し、適切なメンテナンスウィンドウを待ちます。

ステップ 6 [ConfigureUnifiedPorts]ダイアログボックスで、マウスを使用して、モジュールに必要なポー
トモードの設定が表示されるまでバーに沿って左から右にスライダをドラッグします。

以前設定されたポートのポートモードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。

ステップ 7 他のモジュールのポートモードを設定する必要がある場合は、ステップ 5と 6を繰り返しま
す。

ステップ 8 ポートモードの設定を保存するには、[Finish]をクリックします。

ファブリックインターコネクトがリブートします。そのファブリックインターコネクトを経

由するすべてのデータトラフィックが中断されます。ハイアベイラビリティが提供され、

フェールオーバー用に設定されたvNICがあるサーバが含まれるクラスタ設定で発生した場合、
トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェールオーバーし、中断は発生しませ

ん。

次のタスク

ポートのポートタイプを設定します。スライダの上に表示されるモジュールの任意のポートで

右クリックして、そのポートに使用可能なポートタイプを設定できます。

6454ファブリックインターコネクトのポートモードの設定
6454ファブリックインターコネクトでは、最初の 16ポートはユニファイドポートであり、次
の方法のいずれかで 4または 8ポートのグループの FCポートとして設定可能です。

•最初の 4ポート：ファブリックインターコネクトのポート 1 ~ 4

•最初の 8ポート：ファブリックインターコネクトのポート 1～ 8
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いずれかのモジュールのポートモードを変更すると、データトラフィックが中断されること

があります。これは、固定モジュールを変更するとファブリックインターコネクトのリブート

が必要となり、拡張モジュールを変更するとそのモジュールのリブートが必要となるためで

す。

CiscoUCSドメインに、ハイアベイラビリティ用に設定されたクラスタ構成が存在し、フェー
ルオーバー用に設定されたサービスプロファイルを持つサーバが存在する場合、固定モジュー

ルのポートモードを変更しても、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェー

ルオーバーし、データトラフィックは中断されません。

注意

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、[Configure Unified Ports]をクリックします。

ステップ 5 確認メッセージを確認し、次のいずれかをクリックします。

• [Yes]：ポートモードの設定を続行します。
• [No]：ポートモードを設定せずに終了し、適切なメンテナンスウィンドウを待ちます。

ステップ 6 [ConfigureUnifiedPorts]ダイアログボックスで、マウスを使用して、モジュールに必要なポー
トモードの設定が表示されるまでバーに沿って左から右にスライダをドラッグします。

以前設定されたポートのポートモードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。

ステップ 7 他のモジュールのポートモードを設定する必要がある場合は、ステップ 5と 6を繰り返しま
す。

ステップ 8 ポートモードの設定を保存するには、[Finish]をクリックします。

ファブリックインターコネクトがリブートします。そのファブリックインターコネクトを経

由するすべてのデータトラフィックが中断されます。ハイアベイラビリティが提供され、

フェールオーバー用に設定されたvNICがあるサーバが含まれるクラスタ設定で発生した場合、
トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェールオーバーし、中断は発生しませ

ん。

次のタスク

ポートのポートタイプを設定します。スライダの上に表示されるモジュールの任意のポートで

右クリックして、そのポートに使用可能なポートタイプを設定できます。
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6332-16UPファブリックインターコネクトのポートモードの設定
6332 16UPファブリックインターコネクトでは、最初の 16ポートはユニファイドポートであ
り、6個のポートグループで FCポートとして設定できます。

いずれかのモジュールのポートモードを変更すると、データトラフィックが中断されること

があります。これは、固定モジュールを変更するとファブリックインターコネクトのリブート

が必要となり、拡張モジュールを変更するとそのモジュールのリブートが必要となるためで

す。

CiscoUCSドメインに、ハイアベイラビリティ用に設定されたクラスタ構成が存在し、フェー
ルオーバー用に設定されたサービスプロファイルを持つサーバが存在する場合、固定モジュー

ルのポートモードを変更しても、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェー

ルオーバーし、データトラフィックは中断されません。

注意

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、[Configure Unified Ports]をクリックします。

ステップ 5 確認メッセージを確認し、次のいずれかをクリックします。

• [Yes]：ポートモードの設定を続行します。
• [No]：ポートモードを設定せずに終了し、適切なメンテナンスウィンドウを待ちます。

ステップ 6 [ConfigureUnifiedPorts]ダイアログボックスで、マウスを使用して、モジュールに必要なポー
トモードの設定が表示されるまでバーに沿って左から右にスライダをドラッグします。

以前設定されたポートのポートモードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。

ステップ 7 他のモジュールのポートモードを設定する必要がある場合は、ステップ 5と 6を繰り返しま
す。

ステップ 8 ポートモードの設定を保存するには、[Finish]をクリックします。

ファブリックインターコネクトがリブートします。そのファブリックインターコネクトを経

由するすべてのデータトラフィックが中断されます。ハイアベイラビリティが提供され、

フェールオーバー用に設定されたvNICがあるサーバが含まれるクラスタ設定で発生した場合、
トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェールオーバーし、中断は発生しませ

ん。
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次のタスク

ポートのポートタイプを設定します。スライダの上に表示されるモジュールの任意のポートで

右クリックして、そのポートに使用可能なポートタイプを設定できます。

6324ファブリックインターコネクトのポートモードの設定

いずれかのモジュールのポートモードを変更すると、データトラフィックが中断されること

があります。これは、固定モジュールを変更するとファブリックインターコネクトのリブート

が必要となり、拡張モジュールを変更するとそのモジュールのリブートが必要となるためで

す。

CiscoUCSドメインに、ハイアベイラビリティ用に設定されたクラスタ構成が存在し、フェー
ルオーバー用に設定されたサービスプロファイルを持つサーバが存在する場合、固定モジュー

ルのポートモードを変更しても、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェー

ルオーバーし、データトラフィックは中断されません。

注意

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、[Configure Unified Ports]をクリックします。

ステップ 5 確認メッセージを確認し、次のいずれかをクリックします。

• [Yes]：ポートモードの設定を続行します。
• [No]：ポートモードを設定せずに終了し、適切なメンテナンスウィンドウを待ちます。

ステップ 6 [Configure FixedModule Port]ダイアログボックスで、マウスを使用して、モジュールに必要な
ポートモードの設定が表示されるまでバーに沿ってスライダをドラッグします。

以前設定されたポートのポートモードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。

ステップ 7 他のモジュールのポートモードを設定する必要がある場合は、ステップ 5と 6を繰り返しま
す。

ステップ 8 ポートモードの設定を保存するには、[Finish]をクリックします。

ファブリックインターコネクトがリブートします。そのファブリックインターコネクトを経

由するすべてのデータトラフィックが中断されます。ハイアベイラビリティが提供され、

フェールオーバー用に設定されたvNICがあるサーバが含まれるクラスタ設定で発生した場合、
トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェールオーバーし、中断は発生しませ

ん。
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次のタスク

ポートのポートタイプを設定します。スライダの上に表示されるモジュールの任意のポートで

右クリックして、そのポートに使用可能なポートタイプを設定できます。

6248ファブリックインターコネクトのポートモードの設定

いずれかのモジュールのポートモードを変更すると、データトラフィックが中断されること

があります。これは、固定モジュールを変更するとファブリックインターコネクトのリブート

が必要となり、拡張モジュールを変更するとそのモジュールのリブートが必要となるためで

す。

CiscoUCSドメインに、ハイアベイラビリティ用に設定されたクラスタ構成が存在し、フェー
ルオーバー用に設定されたサービスプロファイルを持つサーバが存在する場合、固定モジュー

ルのポートモードを変更しても、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェー

ルオーバーし、データトラフィックは中断されません。

注意

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、[Configure Unified Ports]をクリックします。

ステップ 5 確認メッセージを確認し、次のいずれかをクリックします。

• [Yes]：ポートモードの設定を続行します。
• [No]：ポートモードを設定せずに終了し、適切なメンテナンスウィンドウを待ちます。

ステップ 6 ポートモードを設定するモジュールを選択するには、次のボタンの 1つをクリックします。

• [Configure Fixed Module]
• [Configure Expansion Module]

ステップ 7 マウスを使用して、モジュールに必要なポートモード設定が表示されるまで、バーに沿ってス
ライダをドラッグします。

以前設定されたポートのポートモードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。

ステップ 8 他のモジュールのポートモードを設定する必要がある場合は、ステップ 6と 7を繰り返しま
す。

ステップ 9 ポートモードの設定を保存するには、[Finish]をクリックします。

ポートモードを設定したモジュールに応じて、CiscoUCSドメインのデータトラフィックが次
のように中断されます。
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•固定モジュール：ファブリックインターコネクトがリブートします。そのファブリック
インターコネクトを経由するすべてのデータトラフィックが中断されます。ハイアベイ

ラビリティが提供され、フェールオーバー用に設定された vNICがあるサーバが含まれる
クラスタ構成では、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェールオー

バーし、中断は発生しません。

固定モジュールがリブートうるまで約 8分かかります。

•拡張モジュール：モジュールがリブートします。そのモジュールのポートを経由するすべ
てのデータトラフィックが中断されます。

拡張モジュールがリブートするまでに約 1分かかります。

次のタスク

ポートのポートタイプを設定します。スライダの上に表示されるモジュールの任意のポートで

右クリックして、そのポートに使用可能なポートタイプを設定できます。

6296ファブリックインターコネクトのポートモードの設定

いずれかのモジュールのポートモードを変更すると、データトラフィックが中断されること

があります。これは、固定モジュールを変更するとファブリックインターコネクトのリブート

が必要となり、拡張モジュールを変更するとそのモジュールのリブートが必要となるためで

す。

CiscoUCSドメインに、ハイアベイラビリティ用に設定されたクラスタ構成が存在し、フェー
ルオーバー用に設定されたサービスプロファイルを持つサーバが存在する場合、固定モジュー

ルのポートモードを変更しても、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェー

ルオーバーし、データトラフィックは中断されません。

注意

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、[Configure Unified Ports]をクリックします。

ステップ 5 確認メッセージを確認し、次のいずれかをクリックします。

• [Yes]：[Configure Unified Ports]ウィザードを開いてポートモードの設定を続行します。
• [No]：ポートモードを設定せずに終了し、適切なメンテナンスウィンドウを待ちます。

ステップ 6 [Configure Fixed Module Ports]ページで、次の手順を実行します。
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a) マウスを使用して、固定モジュールに必要なポートモード設定が表示されるまで、バーに
沿ってスライダをドラッグします。

b) ポートのポートタイプを設定する場合は、スライダの上のモジュール表示の任意のポート
で右クリックして、そのポートに使用可能なポートタイプを設定します。

c) 次のいずれかを実行します。

•拡張モジュール 1のポートのポートモードを設定するには、[Next]をクリックしま
す。

•拡張モジュールのポートのポートモードを設定しない場合は、ステップ 9に進みま
す。

以前設定されたポートのポートモードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。

ステップ 7 [Configure Expansion Module 1 Ports]ページで、次の手順を実行します。

a) マウスを使用して、拡張モジュールに必要なポートモード設定が表示されるまでバーに
沿ってスライダをドラッグします。

b) ポートのポートタイプを設定する場合は、スライダの上のモジュール表示の任意のポート
で右クリックして、そのポートに使用可能なポートタイプを設定します。

c) 次のいずれかを実行します。

•拡張モジュール 2のポートのポートモードを設定するには、[Next]をクリックしま
す。

•残りの拡張モジュールのポートのポートモードを設定しない場合は、ステップ 9に進
みます。

以前設定されたポートのポートモードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。

ステップ 8 拡張モジュール 3のポートのポートモードを設定する必要がある場合は、ステップ 7を繰り返
します。

ステップ 9 ポートモードの設定を保存するには、[Finish]をクリックします。

ポートモードを設定したモジュールに応じて、CiscoUCSドメインのデータトラフィックが次
のように中断されます。

•固定モジュール：ファブリックインターコネクトがリブートします。そのファブリック
インターコネクトを経由するすべてのデータトラフィックが中断されます。ハイアベイ

ラビリティが提供され、フェールオーバー用に設定された vNICがあるサーバが含まれる
クラスタ構成では、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェールオー

バーし、中断は発生しません。

固定モジュールがリブートうるまで約 8分かかります。

•拡張モジュール：モジュールがリブートします。そのモジュールのポートを経由するすべ
てのデータトラフィックが中断されます。
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拡張モジュールがリブートするまでに約 1分かかります。

ファブリックインターコネクトのポートの再設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 再設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 再設定するポートを 1つ以上クリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 7 ドロップダウンリストからポートの再設定方法を選択します。

例：アップリンクイーサネットポートをサーバポートとして再設定する

1. [Ethernet Ports]ノードを展開し、再設定するポートを選択します。

2. 上記のステップ 5および 6を実行します。

3. ドロップダウンリストから [Configure as Server Port]を選択します。

ファブリックインターコネクトのポートのイネーブル化またはディ

セーブル化

ファブリックインターコネクト上でポートを有効または無効にした後、1分以上待ってから
シャーシを再認識させます。シャーシを再認識させるのが早すぎると、シャーシからのサーバ

トラフィックのピン接続が、有効または無効にしたポートに対する変更を使用して更新されな

いことがあります。

ポートが設定されている場合にのみ、イネーブルまたはディセーブルにできます。ポートが未

設定の場合は、イネーブルとディセーブルのオプションはアクティブではありません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。
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ステップ 3 イネーブルまたはディセーブルにするポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Enable Port]または [Disable Port]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ファブリックインターコネクトのポート設定解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定を解除するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Unconfigure]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

サーバポート

ファブリックインターコネクトのサーバポートの自動設定

Cisco UCS Managerリリース 3.1(3)以降では、ファブリックインターコネクトのサーバポート
を自動設定できます。サーバポートの自動検出ポリシーは、新しいラックサーバ、シャーシ、

FEXが追加された際のシステム対応を決定します。ポリシーを有効にすると、CiscoUCSManager
はスイッチポートに接続されたデバイスのタイプを自動的に特定し、それに応じてスイッチ

ポートを設定します。

Cisco UCSCシリーズのアプライアンスを UCS Managerから管理しない場合は、VICポートを
ファブリックインターコネクトに接続する前にアプライアンスポートをCiscoUCS事前設定し
ます。

（注）
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サーバポートの自動設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Policies] > [Port Auto-Discovery Policy]を展開します。

ステップ 3 [Port Auto-Discovery Policy]のアクションエリアでは、デフォルトでポリシーは、[Local]に設
定されています。ポリシーは Cisco UCS Managerによって特定され、管理されます。この場
合、[Use Global]が Cisco UCS Managerで表示されます。

ポートの自動検出ポリシーをCiscoUCSCentralによって管理するためには、『CiscoUCSManager
Server Management Guide』の「Cisco UCSManager Server Administration Guide」を参照してくだ
さい。

ステップ 4 [Properties]エリアで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ローカルに設定すると、ポリシーはCiscoUCSManagerによっ
て特定され、管理されます。グローバルに設定すると、ポリ

シーは Cisco UCS Centralによって特定され、管理されます。

[Owner]フィールド

• [Enabled]：CiscoUCSManagerは、自動的にスイッチポー
トに接続されているサーバのタイプを特定し適切にスイッ

チポートを設定します。

• [Disabled]：ファブリックインターコネクトのサーバポー
トの自動設定を無効にします。

サーバポートの自動設定

サーバポートの設定

リストされているすべてのポートタイプは、サーバポートを含め、固定モジュールと拡張モ

ジュールの両方で設定可能です。

このタスクでは、ポートの設定方法を1つだけ説明します。右クリックメニューから、または
LANアップリンクマネージャでも設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] > [FixedModule] > [Ethernet
Ports]の順に展開します。
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ステップ 3 [Ethernet Ports]ノードの下のポートをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 6 ドロップダウンリストから [Configure as Server Port]を選択します。

アップリンクイーサネットポート

アップリンクイーサネットポートの設定

固定モジュールまたは拡張モジュールのアップリンクイーサネットポートを設定できます。

このタスクでは、アップリンクイーサネットポートの設定方法を 1つだけ説明します。右ク
リックメニューからもアップリンクイーサネットポートを設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノード下のポートの 1つをクリックします。

サーバポート、アプライアンスのポート、または FCoEストレージポートを再設定する場合
は、適切なノードを展開します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 7 ドロップダウンリストから [Configure as Uplink Port]を選択します。

次のタスク

必要に応じて、アップリンクイーサネットポートのデフォルトフロー制御ポリシーおよび管

理速度のプロパティを変更します。

アップリンクイーサネットポートのプロパティの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
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ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、変更するアップリンクイーサネットポートをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Show Interface]をクリックします。

ステップ 7 [Properties]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

a) （任意） [User Label]フィールドに、ポートを識別するためのラベルを入力します。
b) [Flow Control Policy]ドロップダウンリストからフロー制御ポリシーを選択し、受信バッ
ファがいっぱいになった場合にポートが IEEE 802.3xポーズフレームを送受信する方法を
決定します。

c) [Admin Speed]フィールドで、次のオプションボタンの 1つをクリックします。

• 1 Gbps

• 10 Gbps

• 25 Gbps

• 40 Gbps

• 100 Gbps

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトに対してのみ、ポート 1 ~ 48に
25 Gbpsを選択できます。40 Gbpsおうおび 100 Gbpsの速度は、Cisco UCS 6454
ファブリックインターコネクトのポート 49～ 54専用です。

Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトに対してのみ、ポート 1 ~ 96に
25 Gbpsを選択できます。40 Gbpsおよび 100 Gbpsの速度は、Cisco UCS 64108
ファブリックインターコネクトのポート 97～ 108専用です。

（注）

ステップ 8 [OK]をクリックします。

転送エラー修正のためのイーサネットポートの設定

25Gbpsおよび100Gpbs速度で動作するトランシーバモジュールに対して、アップリンクイー
サーネットポート、イーサネットアプライアンス、FCoEアップリンクの転送エラー修正 (FEC)
を設定できます。

表 1 : FEC CL-74および FEC CL-91サポートマトリックス

FEC CL-91FEC CL-74Port Speed

サポート対象外サポート対象外1 Gbps

サポート対象外サポート対象外10 Gbps

サポート対象サポート対象25 Gbps
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FEC CL-91FEC CL-74Port Speed

サポート対象外サポート対象外40 Gbps

サポートありサポート対象外100 Gbps

装着されたトランシーバの最

大サポート速度に基づく

装着されたトランシーバの最

大サポート速度に基づく

自動

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノード下のポートの 1つをクリックします。

サーバポート、アプライアンスのポート、または FCoEストレージポートを再設定する場合
は、適切なノードを展開します。

ステップ 5 [Show Interface]を選択します。

ステップ 6 [Uplink Eth Interface]または [Uplink FCoE Interface]を選択します。

ステップ 7 転送エラー修正モードに [Auto]、[Cl74]、または [CL91]を選択します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

これにより、イーサネットアップリンクポートの自動、cl74、または cl91として転送エラー
修正設定を設定します。UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトについては、転送
エラー修正は 25 Gbpsまたは 100 Gbpsポート速度にのみ設定可能です。

アプライアンスポート
アプライアンスポートは、直接接続された NFSストレージにファブリックインターコネクト
を接続する目的のみに使用されます。

ダウンロードするファームウェア実行可能ファイルの名前。したがって、新しい VLANに設
定されたアプライアンスポートは、ピン接続エラーにより、デフォルトで停止したままなりま

す。これらのアプライアンスポートを起動するには、同じ IEEE VLAN IDを使用して LANク
ラウドで VLANを設定する必要があります。

（注）

Cisco UCSManagerは、ファブリックインターコネクトごとに最大 4つのアプライアンスポー
トをサポートします。

LANポートおよびポートチャネル
37

LANポートおよびポートチャネル

アプライアンスポート



アプライアンスポートの設定

アプライアンスポートは、固定モジュールと拡張モジュールのどちらにも設定できます。

このタスクでは、アプライアンスポートの設定方法を 1つだけ説明します。[General]タブか
らアプライアンスポートを設定することもできます。

アップリンクポートがダウンしているときにアプライアンスを設定すると、CiscoUCSManager
はアプライアンスポートに障害が発生していることを通知するエラーメッセージを表示する

場合があります。このメッセージは、関連するネットワーク制御ポリシーの [Action on Uplink
Fail]オプションで制御されます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。

サーバポート、アップリンクイーサネットポート、または FCoEストレージポートを再設定
する場合は、適切なノードを展開します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 7 ドロップダウンリストから、[Configure as Appliance Port]をクリックします。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 [Configure as Appliance Port]ダイアログボックスで、必須フィールドに入力します。

ステップ 10 [VLANs]領域で、次の手順を実行します。

a) フィールドで、次のオプションボタンの 1つをクリックしてポートチャネルで使用する
モードを選択します。

• [Trunk]：Cisco UCS Manager GUIに VLANテーブルが表示され、使用する VLANを
選択することができます。

• [Access]：CiscoUCSManagerGUIに [SelectVLAN]ドロップダウンリストが表示され、
このポートまたはポートチャネルに関連付ける VLANを選択できます。

いずれかのモードで、[Create VLAN]リンクをクリックして、新しい VLANを作成できま
す。
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アプリケーションポートでアップリンクポートをトラバースする必要がある場

合、LANクラウドでこのポートによって使用される各 VLANも定義する必要が
あります。たとえば、ストレージが他のサーバでも使用される場合や、プライマ

リファブリックインターコネクトのストレージコントローラに障害が発生した

ときにトラフィックがセカンダリファブリックインターコネクトに確実にフェー

ルオーバーされるようにする必要がある場合は、トラフィックでアップリンク

ポートをトラバースする必要があります。

（注）

b) [Trunk]オプションボタンをクリックした場合は、VLANテーブルの必須フィールドに入
力します。

c) [Access]オプションボタンをクリックした場合は、[Select VLAN]ドロップダウンリスト
から VLANを選択します。

ステップ 11 （任意）エンドポイントを追加する場合は、[Ethernet Target Endpoint]チェックボックスをオ
ンにし、名前とMACアドレスを指定します。

ステップ 12 [OK]をクリックします。

アプライアンスポートのプロパティの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 変更するアプライアンスポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]を展開します。

ステップ 5 プロパティを変更するアプライアンスポートをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Show Interface]をクリックします。

すべてのフィールドを表示するには、ペインを展開するか、[Properties]ダイアログボックスの
スクロールバーを使用することが必要になる場合があります。

ステップ 8 [Properties]ダイアログボックスで、必要に応じて値を変更します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

転送エラー修正のためのアプライアンスポートの設定

この機能をサポートする 25Gbpsおよび 100Gpbs速度で動作するアプライアンスポートに対し
て、転送エラー修正 (FEC)を設定できます。
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表 2 : FEC CL-74および FEC CL-91サポートマトリックス

FEC CL-91FEC CL-74Port Speed

サポート対象外サポート対象外1 Gbps

サポート対象外サポート対象外10 Gbps

サポート対象サポート対象25 Gbps

サポート対象外サポート対象外40 Gbps

サポートありサポート対象外100 Gbps

装着されたトランシーバの最

大サポート速度に基づく

装着されたトランシーバの最

大サポート速度に基づく

自動

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始

します。

UCS-A# scope eth-storageステップ 1

指定したファブリックのイーサネット

ストレージファブリックモードを開始

します。

UCS-A /eth-storage # scope fabric a | b}ステップ 2

指定したインターフェイスのイーサネッ

トインターフェイスモードを開始しま

す。

UCS-A /eth-storage/fabric # scope interface
slot-id port-id

ステップ 3

イーサネットアプライアンスポートの

自動、cl74、または cl91として転送エ
必須: UCS-A /eth-storage/fabric # set fec
{auto |cl74 | cl91}

ステップ 4

ラー修正設定を設定します。UCS 6400
シリーズファブリックインターコネク

トについては、転送エラー修正は 25
Gbpsまたは 100 Gbpsポート速度にのみ
設定可能です。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-storage/fabric # commit-bufferステップ 5

例

次の例では、ファブリック Aのスロット 1のイーサネットアプライアンスポート 17
上で転送エラー修正 cl74を有効にし、トランザクションをコミットする方法を示しま
す。
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UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope fabric a
UCS-A /eth-storage/fabric # scope interface 1 17
UCS-A /eth-storage/fabric # set fec cl74
UCS-A /eth-storage/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/fabric #

FCoEおよびファイバチャネルストレージポート

イーサネットポートの FCoEストレージポートとしての設定
FCoEストレージポートは、固定モジュールと拡張モジュールのどちらにも設定できます。

このタスクでは、FCoEストレージポートの設定方法を1種類だけ説明します。ポートの[General]
タブから FCoEストレージポートを設定することもできます。

始める前に

これらのポートが有効になるためには、ファイバチャネルスイッチングモードが [Switching]
に設定されている必要があります。ストレージポートは、エンドホストモードでは動作しま

せん。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• [Fixed Module]

• Expansion Module

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノード以下の 1つ以上のポートをクリックします。

アップリンクイーサネットポート、サーバポート、またはアプライアンスポートを再設定す

る場合は、適切なノードを展開します。

ステップ 5 選択したポートを右クリックし、[Configure as FCoE Storage Port]を選択します。

Cisco UCS 6454 Fabric InterconnectS、49 54のポートは、FCoEストレージポートとして設定す
ることはできません。

Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトでは、97-108のポートは、FCoEストレージ
ポートとして設定することはできません。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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ステップ 7 [OK]をクリックします。

ファイバチャネルストレージポートの設定

このタスクでは、FCストレージポートの設定方法を 1種類だけ説明します。そのポートの
[General]タブから FCストレージポートを設定することもできます。

始める前に

これらのポートが有効になるためには、ファイバチャネルスイッチングモードが [Switching]
に設定されている必要があります。ストレージポートは、エンドホストモードでは動作しま

せん。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Expansion Module]ノードを展開します。

ステップ 4 [FC Ports]ノード以下の 1つ以上のポートをクリックします。

ステップ 5 選択したポートを右クリックし、[Configure as FC Storage Port]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

アップリンクファイバチャネルポートの復元

このタスクでは、アップリンク FCポートとして動作する FCストレージポートを復元する方
法を 1つだけ説明します。そのポートの [General]タブから FCストレージポートを再設定す
ることもできます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Expansion Module]ノードを展開します。

ステップ 4 [FC Ports]ノード以下の 1つ以上のポートをクリックします。

ステップ 5 選択した 1つ以上のポートを右クリックし、[Configure as Uplink Port]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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ステップ 7 [OK]をクリックします。

FCアップリンクポートの設定
固定モジュールまたは拡張モジュールのいずれかに FCアップリンクポートを設定できます。

このタスクでは、FCアップリンクポートの設定方法を 1つだけ説明します。FCアップリンク
ポートは、ポートの右クリックメニューから設定することもできます。

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの場合、FCアップリンク速度が 8
Gbpsの場合は、アップリンクスイッチでフィルパターンを IDLEとして設定します。フィル
パターンが IDLEに設定されていない場合、8Gbpsで動作しているFCアップリンクはerrDisabled
状態になる、断続的に SYNCを失う、またはエラーや不良パケットに気付く可能性がありま
す。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [FC Ports]ノードで、任意のストレージポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域から、[Configure as Uplink Port]を選択します。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIが成功のメッセージを表示します。

[Actions]領域で、[Configure as Uplink Port]がグレーアウトして、[Configure as FC Storage Port]
がアクティブになります。

転送エラー修正のための FCoEアップリンクの設定
25 Gbps、この機能をサポートしている 100 Gpbs速度で動作する FCoEアップリンク用前方誤
り訂正 (FEC)を設定できます。
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表 3 : FEC CL-74および FEC CL-91サポートマトリックス

FEC CL-91FEC CL-74Port Speed

サポート対象外サポート対象外1 Gbps

サポート対象外サポート対象外10 Gbps

サポート対象サポート対象25 Gbps

サポート対象外サポート対象外40 Gbps

サポートありサポート対象外100 Gbps

装着されたトランシーバの最

大サポート速度に基づく

装着されたトランシーバの最

大サポート速度に基づく

自動

手順

目的コマンドまたはアクション

FCoEアップリンクモードを開始しま
す。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1

指定したファブリックのファブリック

モードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric a | b}ステップ 2

指定したインターフェイスのイーサネッ

トインターフェイスモードを開始しま

す。

UCS-A /fc-uplink/fabric # scope
fcoeinterface slot-id port-id

ステップ 3

FCoEアップリンクの自動、cl74、また
は cl91として転送エラー修正設定を設

必須: UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface
# set fec {auto |cl74 | cl91}

ステップ 4

定します。UCS 6400シリーズファブ
リックインターコネクトについては、

転送エラー修正は 25 Gbpsまたは 100
Gbpsポート速度にのみ設定可能です。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface #
commit-buffer

ステップ 5

例

次の例では、ファブリック Aのスロット 1の FCoEアップリンク上で転送エラー修正
cl74を有効にし、トランザクションをコミットする方法を示します。
UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # scope fcoeinterface 1 35
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UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface # set fec cl74
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface # commit-buffer

FCoEアップリンクポート
FCoEアップリンクポートは、FCoEトラフィックの伝送に使用される、ファブリックインター
コネクトとアップストリームイーサネットスイッチ間の物理イーサネットインターフェイス

です。このサポートにより、同じ物理イーサネットポートで、イーサネットトラフィックと

ファイバチャネルトラフィックの両方を伝送できます。

FCoEアップリンクポートはファイバチャネルトラフィック用の FCoEプロトコルを使用して
アップストリームイーサネットスイッチに接続します。これにより、ファイバチャネルトラ

フィックとイーサネットトラフィックの両方が同じ物理イーサネットリンクに流れることが

できます。

FCoEアップリンクとユニファイドアップリンクは、ユニファイドファブリックをディストリ
ビューションレイヤスイッチまで拡張することによりマルチホップ FCoE機能を有効にしま
す。

（注）

次のいずれかと同じイーサネットポートを設定できます。

• [FCoE uplink port]：ファイバチャネルトラフィック専用の FCoEアップリンクポートとし
て。

• [Uplink port]：イーサネットトラフィック専用のイーサネットポートとして。

• [Unified uplink port]：イーサネットとファイバチャネル両方のトラフィックを伝送するユ
ニファイドアップリンクポートとして。

FCoEアップリンクポートの設定
固定モジュールまたは拡張モジュールに FCoEアップリンクポートを設定できます。

このタスクでは、FCoEアップリンクポートの設定方法を 1つだけ説明します。アップリンク
イーサネットポートは、右クリックメニュー、またはポートの [General]タブから設定するこ
ともできます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードの下の、[Unconfigured] ポートを選択します。
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ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 7 ドロップダウンオプションから、[Configure as FCoE Uplink Port]を選択します。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIが成功のメッセージを表示します。

[Properties]領域で、[Role]が [FCoE Uplink]に変わります。

ユニファイドストレージポート
ユニファイドストレージでは、イーサネットストレージインターフェイスと FCoEストレー
ジインターフェイスの両方として同じ物理ポートを設定する必要があります。固定モジュール

または拡張モジュールのユニファイドストレージポートとして、任意のアプライアンスポー

トまたは FCoEストレージポートを設定できます。ユニファイドストレージポートを設定す
るには、ファブリックインターコネクトをファイバチャネルスイッチングモードにする必要

があります。

ユニファイドストレージポートでは、個々のFCoEストレージまたはアプライアンスインター
フェイスをイネーブルまたはディセーブルにできます。

•ユニファイドストレージポートでは、アプライアンスポートにデフォルト以外の VLAN
が指定されていない限り、fcoe-storage-native-vlanがユニファイドストレージポートのネ
イティブ VLANとして割り当てられます。アプライアンスポートにデフォルト以外のネ
イティブ VLANがネイティブ VLANとして指定されている場合は、それがユニファイド
ストレージポートのネイティブ VLANとして割り当てられます。

•アプライアンスインターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物
理ポートがイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、ユニファイドスト

レージでアプライアンスインターフェイスをディセーブルにすると、FCoEストレージが
物理ポートとともにダウン状態になります（FCoEストレージがイネーブルになっている
場合でも同様です）。

• FCoEストレージインターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する
VFCがイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、ユニファイドストレー
ジポートで FCoEストレージインターフェイスをディセーブルにした場合、アプライア
ンスインターフェイスは正常に動作し続けます。

アプライアンスポートのユニファイドストレージポートとしての設

定

アプライアンスポートまたは FCoEストレージポートからユニファイドストレージポートを
設定できます。未設定のポートからユニファイドストレージポートを設定することもできま
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す。未設定ポートから開始する場合、アプライアンスの設定または FCoEストレージの設定を
ポートに割り当てた後に、ユニファイドストレージポートとしてイネーブルにするために別

の設定を追加します。

ファブリックインターコネクトがファイバチャネルスイッチングモードであることを確認し

ます。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• [Fixed Module]

• Expansion Module

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードの下で、すでにアプライアンスポートとして設定されているポートを選
択します。

[Work (作業)]ペインの [General (全般)]タブの [Properties (プロパティ)]領域で、[Role (役割)]
が [Appliance Storage (アプライアンスストレージ)]として表示されます。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 6 ポップアップメニューから、[Configure as FCoE Storage]ポートを選択します。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに成功メッセージが表示されます。[Properties]領域で、[Role]の表示
が [Unified Storage]に変わります。

ユニファイドストレージポートの設定解除

ユニファイド接続ポートから両方の設定を解除して削除できます。または、いずれか一方を設

定解除し、もう一方をポートに保持することができます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定を解除するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、設定を解除するポートを選択します。
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ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Unconfigure]をクリックします。次のオプションが表示されます。

• [Unconfigure FCoE Storage Port]

• [Unconfigure Appliance Port]

• [Unconfigure both]

ステップ 7 設定解除オプションのいずれか 1つを選択します。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIに成功メッセージが表示されます。選択した設定解除オプションに基
づいて、[Properties]領域の [Role]が変更されます。

ユニファイドアップリンクポート
同じ物理イーサネットポート上にイーサネットアップリンクと FCoEアップリンクを設定し
た場合、そのポートはユニファイドアップリンクポートと呼ばれます。FCoEまたはイーサ
ネットインターフェイスは個別にイネーブルまたはディセーブルにできます。

• FCoEアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応するVFCがイネーブ
ルまたはディセーブルになります。

•イーサネットアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物理ポー
トがイネーブルまたはディセーブルになります。

イーサネットアップリンクをディセーブルにすると、ユニファイドアップリンクを構成して

いる物理ポートがディセーブルになります。したがって、FCoEアップリンクもダウンします
（FCoEアップリンクがイネーブルになっている場合でも同様です）。しかし、FCoEアップリ
ンクをディセーブルにした場合は、VFCだけがダウンします。イーサネットアップリンクが
イネーブルであれば、FCoEアップリンクは引き続きユニファイドアップリンクポートで正常
に動作することができます。

ユニファイドアップリンクポートの設定

次のいずれかから、ユニファイドアップリンクポートを設定できます。

•既存の FCoEアップリンクポートまたはイーサネットアップリンクポートから

•未設定のアップリンクポートから

固定モジュールまたは拡張モジュールのユニファイドアップリンクポートを設定できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Properties]領域で、[Role]が [FCoE Uplink]として表示されていることを確認します。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 8 ドロップダウンオプションから、[Configure as Uplink Port]を選択します。

ステップ 9 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 10 Cisco UCS Manager GUIが成功のメッセージを表示します。

[Properties]領域で、[Role]が [Unified Uplink]に変わります。

ユニファイドアップリンクポートの設定解除

ユニファイドアップリンクポートから両方の設定を解除して削除できます。または、FCoE
ポート設定またはイーサネットポート設定のいずれか一方を設定解除し、もう一方をポートに

保持することができます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定を解除するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、設定を解除するポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Unconfigure]をクリックします。次のオプションのいずれかを選択します。

• [Unconfigure FCoE Uplink Port]

• [Unconfigure Uplink Port]

• [Unconfigure both]

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに成功メッセージが表示されます。選択した設定解除オプションに基
づいて、[Properties]領域の [Role]が変更されます。
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ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

アップリンクイーサネットポートチャネル
アップリンクイーサネットポートチャネルを使用すると、複数の物理アップリンクイーサ

ネットポートをグループ化して（リンク集約）、1つの論理イーサネットリンクを作成し、耐
障害性と高速接続を実現できます。Cisco UCS Managerで、先にポートチャネルを作成してか
ら、そのポートチャネルにアップリンクイーサネットポートを追加します。1つのポートチャ
ネルには、最大 16のアップリンクイーサネットポートを追加できます。

設定されたポートの状態は、次のシナリオで未設定に変更されます。

•ポートはポートチャネルから削除されるか除去されます。ポートチャネルはどのタイプ
でもかまいません（アップリンク、ストレージなど）。

•ポートチャネルが削除されます。

重要

Cisco UCSでは、Port Aggregation Protocol（PAgP）ではなく、Link Aggregation Control Protocol
（LACP）を使用して、アップリンクイーサネットポートがポートチャネルにグループ化さ
れます。アップストリームスイッチのポートがLACP用に設定されていない場合、ファブリッ
クインターコネクトはアップリンクイーサネットポートチャネルの全ポートを個別のポート

として扱い、パケットを転送します。

（注）

アップリンクイーサネットポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを追加するファブリックインターコネクトのノードを展開します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを右クリックし、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 5 [Set Port Channel Name]パネルで、IDと名前を指定し、[Next]をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]パネルで、追加するポートを指定します。
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Cisco UCS Managerでは、サーバポートとして設定済みのポートを選択した場合、警
告が表示されます。ダイアログボックスの [Yes]をクリックして、このポートをアッ
プリンクイーサネットポートとして再設定し、ポートチャネルに含めることができ

ます。

（注）

ステップ 7 [完了（Finish）]をクリックします。

アップリンクイーサネットポートチャネルのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開
します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 イネーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Enable Port Channel]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

アップリンクイーサネットポートチャネルのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展
開します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 ディセーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Disable Port Channel]を選択します。
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アップリンクイーサネットポートチャネルのポートの追加および削

除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud] > [Fabric] > [Port Channels]の順に展開します。

ステップ 3 ポートを追加または削除するポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Add Ports]をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

•ポートを追加するには、[Ports]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[>>]ボタンをク
リックして [Ports in the port channel]テーブルにポートを追加します。

•ポートを削除するには、[Ports in the port channel]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、
[<<]ボタンをクリックしてポートチャネルからポートを削除して [Ports]テーブルに追加
します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

アップリンクイーサネットポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを削除するファブリックインターコネクトのノードを展開します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードをクリックします。

ステップ 5 [Port Channels]ノードの [General]タブで、削除するポートチャネルを選択します。

ステップ 6 ポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

アプライアンスポートチャネル
アプライアンスポートチャネルを使用すると、複数の物理的なアプライアンスポートをグルー

プ化して 1つの論理的なイーサネットストレージリンクを作成し、耐障害性と高速接続を実
現できます。Cisco UCS Managerにおいて、先にポートチャネルを作成してから、そのポート
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チャネルにアプライアンスポートを追加します。1つのポートチャネルには、最大で 8個のア
プライアンスポートを追加できます。

アプライアンスポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Appliances]の順に展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを追加するファブリックインターコネクトのノードを展開します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを右クリックし、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 5 [Create Port Channel]ウィザードの [Set Port Channel Name]パネルで必須フィールドに入力し、
ポートチャネルの IDやその他のプロパティを指定します。

このパネルから LANピングループ、ネットワーク制御ポリシーとフロー制御ポリシーを作成
できます。

ステップ 6 [VLANs]領域で、VLANの [Port Mode]およびその他の情報を指定します。

このパネルから VLANを作成できます。

ステップ 7 （任意）エンドポイントを追加する場合は、[Ethernet Target Endpoint]チェックボックスをオ
ンにして名前とMACアドレスを指定します。

ステップ 8 [Next]をクリックします。

ステップ 9 [Create Port Channel]ウィザードの [Add Ports]パネルで、追加するポートを指定します。

Cisco UCS Manager入力した設定によりサービスプロファイルまたはポート設定で問
題が発生する場合は、警告が表示されます。これらの問題が発生する可能性があって

もポートチャネルを作成する場合は、ダイアログボックスで [Yes]をクリックできま
す。

（注）

ステップ 10 [完了（Finish）]をクリックします。

アプライアンスポートチャネルのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Appliances]の順に展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開
します。
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ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 イネーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Enable Port Channel]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

アプライアンスポートチャネルのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Appliances]の順に展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展
開します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 ディセーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Disable Port Channel]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

アプライアンスポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Appliances]の順に展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開
します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 イネーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

アプライアンスポートチャネル内のポートの追加と削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。
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ステップ 2 [LAN] > [Appliances] > [Fabric] > [Port Channels]の順に展開します。

ステップ 3 ポートを追加または削除するポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Add Ports]をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

•ポートを追加するには、[Ports]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[>>]ボタンをク
リックして [Ports in the port channel]テーブルにポートを追加します。

•ポートを削除するには、[Ports in the port channel]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、
[<<]ボタンをクリックしてポートチャネルからポートを削除して [Ports]テーブルに追加
します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Miniスケーラビリティポート
Cisco UCS 6324 Fabric Interconnectには 4つのユニファイドポートに加えて、1つのスケーラビ
リティポートがあります。スケーラビリティポートは、適切に配線されている場合に、4つの
1Gまたは 10G SFP+ポートをサポート可能な 40 GB QSFP+ブレイクアウトポートです。ス
ケーラビリティポートは、サポート対象のCiscoUCSラックサーバ、アプライアンスポート、
または FCoEポート用のライセンスサーバポートとして使用できます。

Cisco UCS Manager GUIでは、スケーラビリティポートは、[Ethernet Ports]ノードの下に
[Scalability Port 5]と表示されます。個々のブレイクアウトポートは、[Port 1]～ [Port 4]と表
示されます。

Cisco UCS Manager CLIでは、スケーラビリティポートは表示されませんが、個々のブレーク
アウトポートは Br-Eth1/5/1～ Br-Eth1/5/4として表示されます。

スケーラビリティポートの設定

サポートされている任意のタイプのポートまたはスケーラビリティポートのポートメンバー

を設定するには、[Ethernet Ports]モードを展開し、それから、[Scalability Port 5]ノードを展開
します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed Module] >
[Ethernet Ports] > [Scalability Port 5]を展開します。

ステップ 3 [Scalability Port 5]ノード下のポートをクリックします。
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ステップ 4 必要に応じて、ポートを設定します。

しきい値定義の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Stats Management] > [fabric] > [Internal LAN] > [thr-policy-default]の
順に展開します。

ステップ 3 [Create Threshold Class]をクリックします。

ステップ 4 [Choose Statistics Class] > [Create Threshold Class]で、ネットワークインターフェイスポート
をモニタする [NI Ether Error Stats]統計情報クラスを選択します。[Stat Class]ドロップダウン
リストからこれらのポート用のカスタムしきい値を設定できます。

ステップ 5 [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create Threshold Class]ウィザードの [Threshold Definitions]画面で、[Add]をクリックします。

[Create Threshold Definition]ダイアログボックスが開きます。

a) [Property Type]フィールドから、クラスに定義するしきい値のプロパティを選択します。
b) [Normal Value]フィールドに、そのプロパティタイプに対して必要な値を入力します。
c) [Alarm Triggers (Above Normal Value)]のフィールドで、次のチェックボックスの 1つまた
は複数をオンにします。

• [Critical]

• [Major]

• [Minor]

•警告

•条件

• Info

d) [Up]フィールドおよび [Down]フィールドに、アラームをトリガーする値の範囲を入力し
ます。

e) [Alarm Triggers (Below Normal Value)]のフィールドで、次のチェックボックスの 1つまた
は複数をオンにします。

• [Critical]

• [Major]

• [Minor]

•警告
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•条件

• Info

f) [Up]フィールドおよび [Down]フィールドに、アラームをトリガーする値の範囲を入力し
ます。

g) [OK]をクリックします。

ファブリックポートのモニタリング

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Chassis] > [IO Modules] > [IO Module 1] > [Fabric Ports]を展開します。

ステップ 3 モニタするファブリックポートをクリックします。

ステップ 4 次のタブのいずれかをクリックして、ファブリックのステータスを表示します。

説明オプション

障害の概要、ファブリックプロパティの概要、ファブリックとその

コンポーネントの物理表示など、ファブリックのステータスの概要

が示されます。

General

ファブリックで発生した障害の詳細が表示されます。障害（Fault）

ファブリックで発生したイベントの詳細が表示されます。[Event]

ファブリックとそのコンポーネントに関する統計情報が表示されま

す。これらの統計情報は図形式または表形式で表示できます。

[Statistics]

ポリシーベースのポートエラー処理
Cisco UCS Managerがアクティブなネットワークインターフェイス（NI）ポートでエラーを検
出し、エラーディセーブル機能が実装されている場合、Cisco UCS Managerはエラーが発生し
た NIポートに接続されているそれぞれのファブリックインターコネクトポートを自動的に
ディセーブルにします。ファブリックインターコネクトポートがエラーディセーブルになっ

ているときは事実上シャットダウンし、トラフィックはポートで送受信されません。

エラーディセーブル機能は、次の 2つの目的で使用されます。
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•ファブリックインターコネクトポートが error-disabledになっているポート、および接続
されている NIポートでエラーが発生したことを通知します。

•このポートは同じ Chassis/FEXに接続されている他のポートの障害になる可能性がなくな
ります。このような障害は、NIポートのエラーによって発生する可能性があり、最終的
に重大なネットワーク上の問題を引き起こす可能性があります。エラーディセーブル機能

は、この状況を回避するのに役立ちます。

エラーベースアクションの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [Admin] > [All] > [Stats Management] > [fabric] > [Internal LAN] > [thr-policy-default] >
[etherNiErrStats]の順に展開します。

ステップ 3 デルタプロパティを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 ファブリックインターコネクトポートでエラーディセーブル状態を実装するには、[Disable
FI port when fault is raised]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 自動リカバリをイネーブルにするには、[Enable Auto Recovery]フィールドで、[Enable]を選択
します。

ステップ 7 ポートを自動的に再度イネーブルにできるようになるまでの時間を指定するには、[Time (in
minutes)]フィールドに必要な値を入力します。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

FCoEポートチャネル数
FCoEポートチャネルでは、複数の物理 FCoEポートをグループ化して 1つの論理 FCoEポー
トチャネルを作成できます。物理レベルでは、FCoEポートチャネルは FCoEトラフィックを
イーサネットポートチャネル経由で転送します。したがって、一連のメンバから構成される

FCoEポートチャネルは基本的に同じメンバから構成されるイーサネットポートチャネルで
す。このイーサネットポートチャネルは、FCoEトラフィック用の物理トランスポートとして
使用されます。

各 FCoEポートチャネルに対し、 Cisco UCS Managerは VFCを内部的に作成し、イーサネッ
トポートチャネルにバインドします。ホストから受信した FCoEトラフィックは、FCoEトラ
フィックがファイバチャネルアップリンク経由で送信されるのと同じ方法で、VFC経由で送
信されます。
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FCoEポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [SAN Cloud]の順に展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを作成するファブリックのノードを展開します。

ステップ 4 [FCoE Port Channels]ノードを右クリックし、[Create FCoE Port Channel]を選択します。

ステップ 5 [Create FCoE Port Channel]ウィザードの [Set Port Channel Name]パネルで、IDと名前を指定し、
[Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create FCoE Port Channel]ウィザードの [Add Ports]パネルで、追加するポートを指定します。

ステップ 7 [完了（Finish）]をクリックします。

FCoEポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FCoE Port Channels]の順に展開します。

ステップ 3 削除するポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ユニファイドアップリンクポートチャネル
同じ IDでイーサネットポートチャネルと FCoEポートチャネルを作成した場合、それらはユ
ニファイドポートチャネルと呼ばれます。ユニファイドポートチャネルが作成されると、指

定されたメンバを持つファブリックインターコネクトで物理イーサネットポートチャネルと

VFCが作成されます。物理イーサネットポートチャネルは、イーサネットトラフィックと
FCoEトラフィックの両方を伝送するために使用されます。VFCは、FCoEトラフィックをイー
サネットポートチャネルにバインドします。

次のルールは、ユニファイドアップリンクポートチャネルのメンバーポートセットに適用さ

れます。

•同じ IDのイーサネットポートチャネルと FCoEポートチャネルは、同じメンバーポー
トセットを持つ必要があります。
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•イーサネットポートチャネルにメンバーポートチャネルを追加すると、CiscoUCSManager
は、FCoEポートチャネルにも同じポートチャネルを追加します。同様に、FCoEポート
チャネルにメンバーを追加すると、イーサネットポートチャネルにもそのメンバーポー

トが追加されます。

•ポートチャネルの 1つからメンバーポートを削除すると、Cisco UCSManagerは他のポー
トチャネルから自動的にそのメンバーポートを削除します。

イーサネットアップリンクポートチャネルをディセーブルにすると、ユニファイドアップリ

ンクポートチャネルを構成している物理ポートチャネルがディセーブルになります。したがっ

て、FCoEアップリンクポートチャネルもダウンします（FCoEアップリンクがイネーブルに
なっている場合でも同様です）。FCoEアップリンクポートチャネルをディセーブルにした場
合は、VFCのみがダウンします。イーサネットアップリンクポートチャネルがイネーブルで
あれば、FCoEアップリンクポートチャネルは引き続きユニファイドアップリンクポート
チャネルで正常に動作することができます。

アダプタポートチャネル
アダプタポートチャネルは、Cisco UCS仮想インターフェイスカード（VIC）から I/Oへのす
べての物理リンクを 1つの論理リンクにグループ化します。

アダプタポートチャネルは、正しいハードウェアの存在を検出したときにCisco UCSManager
によって内部的に作成また管理されます。アダプタポートチャネルの手動設定はできません。

アダプタポートチャネルは、Cisco UCS Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIを使用し
て表示可能です。

アダプタポートチャネルの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis_Number] > [Servers] > [Server_Number] >
[Interface Cards]の順に展開します

ステップ 3 アダプタポートチャネルを表示するアダプタをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [DCE Interfaces]タブをクリックします。

ステップ 5 アダプタポートチャネルの詳細を表示するには、[PortChannel]列のリンクをクリックします。
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ファブリックポートチャネル
ファブリックポートチャネルは、冗長性と帯域幅共有のため、IOMからファブリックイン
ターコネクトへの複数の物理リンクを1個の論理リンクにグループ化できます。ファブリック
ポートチャネル内の 1個のリンクがアクティブである限り、ファブリックポートチャネルは
動作し続けます。

正しいハードウェアが接続されている場合、ファブリックポートチャネルはCiscoUCSManager
で次のように作成されます。

•シャーシディスカバリポリシーで定義した設定に従って、シャーシを検出している最中
に。

•特定のシャーシのシャーシ接続ポリシーに設定された内容に従って、シャーシを検出した
後に。

IOMのそれぞれに単一のファブリックポートチャネルがあります。ファブリックインターコ
ネクトに IOMを接続する各アップリンクは、個別リンクとして設定することもポートチャネ
ルに含めることもできますが、1つのアップリンクが複数のファブリックポートチャネルに属
することはできません。たとえば、2つの IOMを持つシャーシが検出され、ファブリックポー
トチャネルを作成するようにシャーシディスカバリポリシーが設定されている場合、Cisco
UCS Managerは 2つの独立したファブリックポートチャネルを作成します。IOM-1を接続す
るアップリンク用と、IOM-2を接続するアップリンク用です。別のシャーシはこれらのファブ
リックポートチャネルに加入できません。同様に、IOM-1のファブリックポートチャネルに
属するアップリンクは、IOM-2のファブリックポートチャネルに加入できません。

ポート間のロードバランシング

IOMとファブリックインターコネクトの間にあるポート間のトラフィックに対するロードバ
ランシングでは、ハッシュに次の基準を使用します。

•イーサネットトラフィックの場合：

レイヤ 2送信元アドレスおよび宛先アドレス

レイヤ 3送信元アドレスおよび宛先アドレス

レイヤ 4送信元ポートおよび宛先ポート

• FCoEトラフィックの場合：

レイヤ 2送信元アドレスおよび宛先アドレス

送信元と宛先の ID（SIDと DID）および Originator eXchange ID（OXID）

この例では、2200シリーズ IOMモジュールは iomX（Xはシャーシ番号）の接続によって確認
されます。

show platform software fwmctrl nifport
(....)
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Hash Parameters:
l2_da: 1 l2_sa: 1 l2_vlan: 0
l3_da: 1 l3_sa: 1
l4_da: 1 l4_sa: 1
FCoE l2_da: 1 l2_sa: 1 l2_vlan: 0
FCoE l3_did: 1 l3_sid: 1 l3_oxid: 1

ファブリックポートチャネルのケーブル接続の考慮事項

Cisco UCS 2200シリーズ FEXと Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクト間の
リンクをファブリックポートチャネルモードで設定する場合、アダプタで使用可能な仮想イ

ンターフェイス（VIF）のネームスペースは、FEXアップリンクがファブリックインターコネ
クトポートに接続されている場所に応じて異なります。

6248ファブリックインターコネクト内には、8個の連続ポートが 6セットあり、ポートのセッ
トのそれぞれがシングルチップによって管理されます。FEXからのすべてのアップリンクが
1つのチップによって管理される一連のポートに接続されると、CiscoUCSManagerはシャーシ
内のブレードで展開されているサービスプロファイルで使用する VIFの数を最大化します。
IOMからのアップリンク接続が別々のチップで管理されるポート間に分散された場合、VIFカ
ウントは減少します。

図 6 :ファブリックポートチャネルのポートグループ

ファブリックポートチャネルポートグループに 2番目のリンクを追加すると、混乱が生じ、
使用可能な VIFネームスペースの量が 63から 118に自動的に増加されます。ただし、さらに
リンクを追加しても混乱は生じないため、VIF名前空間は 118のままになります。

注意

2つのファブリックポートチャネルポートグループにシャーシをリンクした場合は、手動で
確認応答しない限り、VIFネームスペースは影響を受けません。その結果、VIFネームスペー
スは、2つのファブリックポートチャネルポートグループの使用量（63または 118 VIF）の
うち、より少ないサイズに自動的に設定されます。

注意

高可用性クラスタモードアプリケーションの場合は、対称的な配線構成にすることを強く推奨

めします。ケーブル接続が非対称の場合、使用可能なVIFの最大数は 2つのケーブル設定より
小さくなります。

Cisco UCS環境の VIFの最大数については、ご使用のハードウェアやソフトウェアの設定に関
する制限事項のドキュメントを参照してください。
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ファブリックポートチャネルの設定

手順

ステップ 1 シャーシディスカバリの実行中に IOMからファブリックインターコネクトへのすべてのリン
クをファブリックポートチャネルに含めるには、シャーシディスカバリポリシーのリンクグ

ループ化プリファレンスをポートチャネルに設定します。

『Cisco UCS Manager Infrastructure Management Guide, Release 3.2』の「Configuring the Chassis/
FEX Discovery Policy」セクションを参照してください。

ステップ 2 シャーシディスカバリの実行中に個々のシャーシからのリンクをファブリックポートチャネ
ルに含めるには、シャーシ接続ポリシーのリンクグループ化プリファレンスをポートチャネ

ルに設定します。

『Cisco UCS Manager Infrastructure Management Guide, Release 3.2』の「Configuring a Chassis
Connectivity Policy」セクションを参照してください。

ステップ 3 シャーシ検出後、追加ファブリックポートチャネルメンバーポートをイネーブルまたはディ
セーブルにします。

ファブリックポートチャネルメンバーポートのイネーブル化またはディセーブル化（64ペー
ジ）を参照してください。

次のタスク

シャーシディスカバリポリシーまたはシャーシ接続ポリシーの変更後、ファブリックポート

チャネルに対しリンクを追加または削除するには、シャーシを再認識します。ファブリック

ポートチャネルからシャーシのメンバーポートをイネーブルまたはディセーブルにする場合、

シャーシの再認識は必要はありません。

ファブリックポートチャネルの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [IO Modules]の順に展開します。

ステップ 3 ファブリックポートチャネルを表示する IOMをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Fabric Ports]タブをクリックします。
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ステップ 5 ファブリックポートチャネルの詳細を表示するには、[Port Channel]列のリンクをクリックし
ます。

ファブリックポートチャネルメンバーポートのイネーブル化または

ディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Internal LAN] > [Fabric] > [Port Channels]の順に展開します。

ステップ 3 メンバーポートをイネーブルまたはディセーブルにするポートチャネルを展開します。

ステップ 4 イネーブルまたはディセーブルにするメンバーポートのイーサネットインターフェイスをク
リックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、次のいずれかをクリックします。

• [Enable Interface]
• [Disable Interface]

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

Internal Fabric Managerを使用したサーバポートの設定

Internal Fabric Manager
Internal Fabric Managerには Cisco UCSドメイン内でファブリックインターコネクトにサーバ
ポートを設定できる単一のインターフェイスがあります。Internal Fabric Managerには、その
ファブリックインターコネクトの [General]タブからアクセスできます。

Internal FabricManagerで行うことができる設定の一部は、[Equipment]タブ、[LAN]タブ、また
は LANアップリンクマネージャのノードでも行うことができます。

Internal Fabric Managerの起動

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
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ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Fixed Module]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Actions]領域の [Internal Fabric Manager]をクリックします。

別のウィンドウで Internal Fabric Managerが開きます。

Internal Fabric Managerを使用したサーバポートの設定

手順

ステップ 1 Internal Fabric Managerで、下矢印をクリックして [Unconfigured Ports]領域を展開します。

ステップ 2 設定するポートを右クリックし、[Configure as Server Port]を選択します。

ステップ 3 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 4 Internal Fabric Managerですべてのタスクが完了したら、[OK]をクリックします。

Internal Fabric Managerを使用したサーバポートの設定解除

手順

ステップ 1 [Internal Fabric Manager]で、[Server Ports]テーブルのサーバポートをクリックします。

ステップ 2 [Unconfigure Port]をクリックします。

ステップ 3 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 4 Internal Fabric Managerですべてのタスクが完了したら、[OK]をクリックします。

Internal Fabric Managerを使用したサーバポートのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Internal Fabric Manager]で、[Server Ports]テーブルのサーバポートをクリックします。

ステップ 2 [Enable Port]をクリックします。

ステップ 3 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 4 Internal Fabric Managerですべてのタスクが完了したら、[OK]をクリックします。
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Internal Fabric Managerを使用したサーバポートのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Internal Fabric Manager]で、[Server Ports]テーブルのサーバポートをクリックします。

ステップ 2 [Disable Port]をクリックします。

ステップ 3 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 4 Internal Fabric Managerですべてのタスクが完了したら、[OK]をクリックします。
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